
令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び内容別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

66.1% 
(9.3 問/14 問) 

2.53% 70.6% 70.6% 59.0% 50.8% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一（1） 文の主語を選択する 
知識

技能 
選択 79.2% 78.8% +0.4 

一（2） 文の主語を選択する 
知識

技能 
選択 73.9% 75.1% -1.2 

二 
文中の「買ってもらった」がくわしくしている言葉

として適切なものを選択する 

知識

技能 
選択 44.6% 64.8% -20.2 

三 言葉の意味と使い方を捉え、適切なものを選択する 
知識

技能 
選択 71.0% 72.0% -1.0 

四 
ことわざの使い方の例として、【ノートの一部】の空

欄に入る適切なものを選択する 

知識

技能 
選択 81.9% 83.7% -1.8 

２ 

一（1） 

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということ

だと思いますが、合っていますか。）のように質問を

した理由として適切なものを選択する 

話す 

聞く 
選択 77.5% 73.9% +3.6 

一（2） 

【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、

どのような姿ですか。）のように質問をした理由とし

て適切なものを選択する 

話す 

聞く 
選択 80.7% 73.7% +7.0 

二 

寺田さんと山本さんが、どのような思いでボランテ

ィアを続けているのかについて、分かったことをま

とめて書く 

話す 

聞く 
記述 53.6% 71.7% -18.1 

３ 

一（1） 「く（らす）」を漢字で書く 
知識

技能 
短答 78.5% 79.0% -0.5 

一（2） 「ほご（された）」を漢字で書く 
知識

技能 
短答 65.5% 65.3% +0.2 

二 【報告する文章】の構成を選択する 書く 選択 70.3% 71.3% -1.0 

三 
「調査内容と結果」に記されている２つの内容を取

り上げ、分かったことを要約する 
書く 記述 47.8% 41.6% +6.2 
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４ 

一 
面ファスナーに関する【資料】の文章が、何について、どの

ように書かれているかの説明として適切なものを選択する 
読む 選択 74.1% 78.9% -4.8 

二 

面ファスナーに関する【資料】を読み、メストラルは、何を

ヒントに、どのような仕組みの面ファスナーを作り出したの

かをまとめて書く 

読む 記述 27.6% 26.4% +1.2 

 

【改善が図られた問題】 

・【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、どのような姿ですか。）の

ように質問をした理由として適切なものを選択する（２一（2）） 

・「調査内容と結果」に記されている２つの内容を取り上げ、分かったことを要

約する（３三） 

 

【課題が見られる問題】 

・文中の「買ってもらった」がくわしくしている言葉として適切なものを選択す

る（１二） 

・寺田さんと山本さんが、どのような思いでボランティアを続けているのかにつ

いて、分かったことをまとめて書く（２二） 

・面ファスナーに関する【資料】を読み、メストラルは、何をヒントに、どのよ

うな仕組みの面ファスナーを作り出したのかをまとめて書く（４二） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ４二 の設問 （正答率：27.6%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける

ことができるように指導する 

【小学校第５学年及び第６学年】 Ｃ 読むこと 

 ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見

付けたり、論の進め方について考えたりすること。 

 

「必要な情報を見付ける」とは、文章の中から、目的に応じて必要な情報を

取捨選択したり、整理したり、再構成したりすることです。 

実生活において生徒が触れる文章には、図表やグラフなどを含むものが多い

です。そのような文章を読む際に、文章中に用いられている図表などが、文章

のどの部分と結びつくのかを明らかにした上で、文章と図表などの関係を捉え

て読むことができるようにすることが大切です。文章と図表などの情報を合わ

せて読むことで、内容についてより深く理解したり解釈したりすることができ

ます。その際、図表からも必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表

したりすることが大切です。 

中学校第１学年の精査・解釈では、目的に応じて必要な情報に着目して要約

し、内容を解釈することを求めています。要約するとは、文章全体又は部分を

短くまとめることです。概略を理解するために文章全体の内容を短くまとめた

り、情報を他者に伝えるために必要な部分を取り出してまとめたりするなど、

その目的や必要に応じて内容や分量、方法が異なります。目的を明確にした上

で要約に取り組むようにするとともに、要約したものが目的に沿っているかど

うかを考え、必要な情報を正確に捉えて要約できるようにすることが大切です。 

 

 ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット（中学校）」内の「国語 第 22 弾 書くこと」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の 1 人 1 台端末では、「CBT システム」にログインし、「学-Viva!!セット」内の「22 弾

→国語」から取り組むことができます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
国立教育政策研究所ホームページ 

「令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


２ 第２学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び内容別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

内容別平均正答率 

知識及び技能 話す・聞く 書くこと 読むこと 

51.1% 
(8.2 問/16 問) 

4.47% 47.5% 54.6% 55.2% 44.9% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 内容 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

1 

一 
下線部「すぐに」がくわしくしている言葉として適

切なものを選択する 

知識

技能 
選択 73.4% 44.2% +29.2 

二 相手や場面に合わせて正しい敬語を選択する 
知識

技能 
選択 44.1% 42.7% +1.4 

三 
傍線部「なかった」の主語として、適切なものを選択

する 

知識

技能 
選択 39.8% 35.5% +4.3 

四 
行書の基礎的な書き方について、適切なものを選択

する 

知識

技能 
選択 49.4% 49.8% -0.4 

２ 

一 案内文の形式について適切なものを選択する 書く 選択 39.8% 40.2% -0.4 

二 小学生向けの案内文にふさわしい表現に書き直す 書く 短答 59.7% 58.7% +1.0 

３ 

一 
「呼吸をのみこんだ」の意味として適切なものを選

択する 

知識

技能 
選択 31.0% 39.3% -8.3 

二（1） 
「喝采してやる」について、誰の動作なのかを選択

する 
読む 選択 61.9% 75.8% -13.9 

二（2） 「とった」について、誰の動作なのかを選択する 読む 選択 54.8% 63.8% -9.0 

三 

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接

し方をしているかや、そのような接し方をどう思う

かを書く 

読む 記述 23.4% 17.6% +5.8 

４ 

一 
話し合いでの発言の役割について説明したものとし

て適切なものを選択する 

話す

聞く 
選択 64.3% 64.3% 0 

二 
話し合いでの発言について説明したものとして適切

なものを選択する 

話す

聞く 
選択 55.5% 55.4% +0.1 

三 
話し合いの流れを踏まえ、「どうするか決まっていな

いこと」について自分の考えを書く 

話す

聞く 
記述 43.9% 46.9% -3.0 
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５ 

一 文章全体の構成について、適切なものを選択する 書く 選択 60.0% 60.1% -0.1 

二 
文章中の図が、どのようなことを説明するために示

されているかについて、適切なものを選択する 
書く 選択 76.9% 78.5% -1.6 

三 
複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具

体的に書く 

書く

読む 
記述 39.4% 41.9% -2.5 

【改善が図られた問題】 

・下線部「すぐに」がくわしくしている言葉として適切なものを選択する

（1一） 

【課題が見られる問題】 

・「呼吸をのみこんだ」の意味として適切なものを選択する（３一） 

・「とった」について、誰の動作なのかを選択する（３二（1）） 

・「喝采してやる」について、誰の動作なのかを選択する（３二（2）） 

・「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしているかや、

そのような接し方をどう思うかを書く（３三） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ３三 の設問 （正答率：23.4 %）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにするよ

うに指導する 

【第１学年】 Ｃ 読むこと 

 オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにす

ること。 

 

文学的な文章を読んで自分の考えをもつためには、「構造と内容の把握」や「精

査・解釈」の学習過程を通して理解したことを他者に説明したり、他者の考え

やその根拠などを知ったりするように指導する必要があります。そのうえで、

改めて自分が文章をどのように捉えて精査・解釈したのかを振り返ることで自

分の考えを確かなものにするように指導することが大切です。 

例えば、小説や随筆などを読み、考えたことなどを記録したり伝え合ったり

するなどの言語活動が考えられます。その際、第１学年〔知識及び技能〕⑵情

報の扱い方に関する事項「イ 比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、

引用の仕方や出典の示し方について理解を深め、それらを使うこと。」との関連

を図り、引用の仕方について理解を深めるように指導することも有効です。 

 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット(中学校)」内の「国語 第 22 弾」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「中学校→

２年生→国語→指定なし」から、ダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 25 年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 
測定／ 

変化と関係 
データの活用 

59.3% 

(10.1 問/17 問) 
0.95% 59.4% 54.5% 50.8% 74.2% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

１  ８＋0.5×２ を計算する 
数と

計算 
短答 78.0% 78.5% -0.5 

２  □÷0.8 の商の大きさについて、正しいものを選ぶ 
数と

計算 
選択 64.5% 64.7% -0.2 

３  
一万の位までの概数にしたときに、20000 になる数を

選ぶ 

数と

計算 
選択 59.9% 59.6% +0.3 

４  答えが 15÷0.6 の式で求められる問題を選ぶ 
数と

計算 
選択 37.3% 37.5% -0.2 

５  
４ｍのリボンの長さは 10ｍのリボンの長さの何倍か

を求める 

数と

計算 
短答 34.7% 34.8% -0.1 

６  円柱の体積を求めるための式を答える 図形 短答 68.8% － － 

７  
三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことができる条

件を選ぶ 
図形 選択 61.8% 67.3% -5.5 

８ 

(１) 
水平になっていない辺を底辺としている直角三角形

の面積を求める 
図形 短答 58.2% 59.2% -1.0 

(２) 
テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の

大小について分かることを選び、選んだわけを書く 
図形 記述 29.4% 15.5% +13.9 

９  
分速 70ｍの速さで２時間歩いたときの道のりを求め

る 

変化と

関係 
短答 44.1% 44.3% -0.2 

10  
ＡとＢの２つの小屋の混み具合を比べる式の意味に

ついて、正しいものを選ぶ 

変化と

関係 
選択 45.6% 58.7% -13.1 

11  
示された基準量と比較量から、割合が 30％になるも

のを選ぶ 

変化と

関係 
選択 54.7% 45.0% +9.7 

12 

(１) 反復横とびの記録の中央値を求める 
データ

の活用 
短答 72.4% 72.8% -0.4 

(２) 度数分布表について、ある階級の度数を求める 
データ

の活用 
短答 85.1% 86.2% -1.1 
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問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

13  示された事柄が両方当てはまるグラフを選ぶ 
データ

の活用 
選択 73.0% 73.4% -0.4 

14 

(１) 

2010 年の市全体の水の使用量が 1980 年の市全体の

水の使用量の約何倍かを、棒グラフから読み取って

書く 

数と計算 
データの 
活用 

短答 81.9% 83.4% -1.5 

(２) 
二つの棒グラフから、一人当たりの水の使用量につ

いて分かることを選び、選んだわけを書く 

変化と 
関係 
データの 
活用 

記述 58.7% 58.9% -0.2 

 

【改善が図られた問題】 

・テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の大小について分かること

を選び、選んだわけを書く（８(２)） 

・示された基準量と比較量から、割合が 30％になるものを選ぶ（11） 

【課題が見られる問題】 

  ・三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことができる条件を選ぶ（７） 

  ・ＡとＢの２つの小屋の混み具合を比べる式の意味について、正しいものを選

ぶ（10） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ７ の設問 （正答率：61.8%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

合同な三角形をかいたり、作ったりする数学的活動を充実し、条件を見いだ

すことができるように指導する 

【小学校第５学年】 Ｂ 図形 

（１）平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）図形の形や大きさが決まる要素について理解するとともに、図形の

合同について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同な三角形をかいたり、作ったりする数学的活動を基に、どのような条件

を用いれば、合同な三角形をかいたり、作ったりできるかということを見いだ

すことが大切です。 

指導に当たっては、例えば下の板書の例のように、三角形は三つの頂点の位

置が決まれば合同な三角形がかけることや、三つの頂点の位置を決めるために

辺の長さや角の大きさを測っているということを確認しながら、条件を見いだ

していくことが考えられます。 

＜板書の例（第５学年で学習指導を展開する場合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 反応率 正答 

１ エ と解答しているもの 61.8% ◎ 

２ ア と解答しているもの 4.7%  

３ イ と解答しているもの 29.5%  

４ ウ と解答しているもの 3.7%  

９ 上記以外の解答 0.1%  

０ 無解答 0.3%  

 

合同な三角形では、対応する角
の大きさが等しいことから、三つの
角の大きさが分かれば合同な三
角形を作図できると判断したもの
と考えられる。 



    合同な三角形をかくための条件の理解を深めるためには、形が一つに決ま

らない場合も取り上げることが大切です。 

    例えば、三つの角を調べれば合同な三角形がかけると考え、「イ」と解答し

た生徒には、下の板書の例のように、実際に三つの角で三角形をかく活動を

取り入れることで、形が一つに決まらない場合があることを理解し、形が一

つに決まることの意味を明確にすることが考えられます。 

   ＜板書の例（第５学年で学習指導を展開する場合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット（小学校）」内の「算数 第 17 弾」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の１人１台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→

５年生→算数→合同な図形」から、ダウンロードできます。 



２ 第２学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 データの活用 

51.3% 

(10.3 問/20 問) 
6.56% 60.4% 54.8% 41.6% 48.4% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

１  ２×(－３２)を計算する 数と式 短答 68.1% 68.6% -0.5 

２  42 を素因数分解する 数と式 短答 62.9% 58.8% +4.1 

３  
「プールの水の深さは 120cm 以下である」という数量

の関係を表した不等式を選ぶ 
数と式 選択 55.1% － － 

４  ２x＝x＋３の解について正しい記述を選ぶ 数と式 選択 55.3% 53.4% +1.9 

５  角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形を選ぶ 図形 選択 66.3% 68.3% -2.0 

６  中心角120°の扇形の面積について正しいものを選ぶ 図形 選択 72.5% 73.7% -1.2 

７  
立体の辺が底面に垂直であるかどうかを調べる方法

として、正しいものを選ぶ 
図形 選択 54.3% 54.2% +0.1 

８  
与えられた表を基に、宅配サービスの重量と料金の関

係を、「…は…の関数である」という形で表現する 
関数 短答 38.4% 40.2% -1.8 

９  y＝－２x上の点を選ぶ 関数 選択 37.2% 42.9% -5.7 

10  反比例の表から比例定数を求める 関数 短答 52.0% 36.9% +15.1 

11  
比例のグラフから、xの変域に対応する yの変域を求

める 
関数 短答 39.0% 42.1% -3.1 

12  

生徒 35 人がハンドボール投げを行い、記録の中央値

が 24ｍだったことについて、正しく記述しているも

のを選ぶ 

データ

の活用 
選択 69.4% 70.6% -1.2 

13  
ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラ

ムから、記録の最頻値を求める 

データ

の活用 
短答 31.9% 29.9% +2.0 

14  
１枚の硬貨を多数回投げたときの表が出る相対度数

の変化の様子について、正しい記述を選ぶ 

データ

の活用 
選択 31.5% 29.5% +2.0 
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40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
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問題番号 問題概要 

 

領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善 
状況 

15 

(１) 
示された模様の中で、平行移動で重ね合わせること

ができる三角形の個数を求める 
図形 短答 44.0% 41.1% +2.9 

(２) 
２つの三角形はどのような回転移動によって重なる

かを説明する 
図形 記述 15.0% 14.8% +0.2 

(３) 
正方形の紙を２回折りにし、切って開いた模様が、示

された模様になるものを選択する 
図形 選択 76.5% 76.1% +0.4 

16 

(１) 待ち時間の範囲を求める 
データ

の活用 
短答 46.9% 47.8% -0.9 

(２) 
ヒストグラムから待ち時間が60分未満の来院者の人

数を求める 

データ

の活用 
短答 82.8% 83.2% -0.4 

(３) 

「60 分未満の来院者数は、８時台の方が 11 時台より

多いとは言い切れない」と主張することができる理

由を相対度数を用いて説明する 

データ

の活用 
記述 27.7% 27.0% +0.7 

 

【改善が図られた問題】 

・反比例の表から比例定数を求める（10） 

・42 を素因数分解する（２） 

【課題が見られる問題】 

・y＝－２x上の点を選ぶ（９） 

・比例のグラフから、xの変域に対応する yの変域を求める（11） 

・「60 分未満の来院者数は、８時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない」

と主張することができる理由を相対度数を用いて説明する（16(３)） 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 16（３） の設問 （正答率：27.7%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

目的に応じて、観点を決めてグラフや表や図などに表し、データの特徴や傾

向をつかむことができるように指導する 

【第１学年】 Ｄ データの活用 
（１）データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
 （ア）目的に応じてデータを収集して分析し、そのデータの分布の傾向を

読み取り、批判的に考察し判断すること。 

 
待ち時間について、時間帯ごとに層別にして作成し直した時間帯ごとの４つ

のヒストグラムをみると、総度数が時間帯で異なることから、階級の度数の大小

で比較して考えることが難しいこと、この場合には相対度数を用いることが必
要であることに気付かせることが大切です。既知である割合についての考え方
を振り返ることで、比較が難しいものについて、どのようにすれば比較すること
ができるのか考えさせることが大切です。 
指導に当たっては、「60 分未満の来院者数は、８時台の方が 11 時台より多い

とは言い切れない」ことについて批判的に考察するために、度数分布表やヒス

トグラムを基に話し合う場面を設定することが考えられます。その際、８時台
と 11 時台の 60 分未満の人数の大小とそれぞれの時間帯の総度数の大小を関連
付けながら考えるよう促し、２つの時間帯を比較するためには相対度数が必要
であることに気付かせ、実際に求めた相対度数を比較し、60 分未満の来院者数
の相対度数が８時台より 11 時台の方が大きいという傾向があることを確認し合

うことが大切です。その上で、話し合ったことをノート等にまとめることで、
「60 分未満の来院者数は、８時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない」と
主張できる理由について振り返ることも大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
加えて、「60 分未満の来院者数は、８時台の方が 11 時台より多いとは言い切

れない」ことが主張できる理由を、相対度数の大小関係を加えて説明し直す場面
を設定し、理由の説明の根拠の部分を数学的によりよいものへと洗練していく
活動を取り入れることも考えられます。 



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セ

ット(中学校)」内の「数学 第 21 弾」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の１人１台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「中学校→

１年生→数学→データの活用」から、ダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（調査問題活用の参考資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「令和２年度 全国学力・学習状況調査 調査問題活用の参考資料」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和６年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

「エネルギ

ー」を柱とす

る領域 

「粒子」を

柱とする 

領域 

「生命」を

柱とする 

領域 

「地球」を

柱とする 

領域 

55.3% 
(11.6 問/21 問) 2.22% 56.8% 55.4% 54.0% 54.9% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、改善状況が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題

正答率 
改善状況 

1 

（１） 
流されてきた土や石を積もらせる水の働きを表す言

葉を選ぶ 
地球 選択 75.9% 78.7% -2.8 

（２） 

流れる水の働きによる土地の侵食について、自分の

考えと異なる他者の予想を基に、斜面に水を流した

ときの立てた棒の様子を選ぶ 

地球 選択 55.5% 60.9% -5.4 

（３） 

一度に流す水の量と棒の様子との関係から、大雨が

降って流れる水の量が増えたときの地面の削られ方

を選ぶ 

地球 選択 53.9% 54.4% -0.5 

（４） 

上流側の雲の様子や雨の降っている所と下流側の川

の水位の変化から、上流側の天気と下流側の水位の

関係について言えることを選ぶ 

地球 選択 59.7% 55.3% +4.4 

２ 

（１） 
振り子が１往復する時間と振れ幅の関係を調べる実

験について、適切な実験方法を選択する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 68.0% 68.6% -0.6 

（２） 振り子が１往復する平均の時間を求める ｴﾈﾙｷﾞｰ 短答 34.0% 34.5% -0.5 

（３） 振り子の 1往復する時間を決める条件を書く ｴﾈﾙｷﾞｰ 短答 53.8% 50.9% +2.9 

（４） 
振り子の運動の規則性から、振り子時計の調整の仕

方を選択する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 51.1% 45.0% +6.1 

（５） 
金属の熱膨張を示すグラフから、振り子時計の軸に

ふさわしい金属を選択する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 77.3% 78.9% -1.6 
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３ 

（１） 
400ｍL の水に 12g の食塩を溶かして 408mL になった

食塩水の重さを選択する 
粒子 選択 36.0% 39.5% -3.5 

（２） 
実験前の予想が正しかった場合に得られる結果を選

択する 
粒子 選択 61.3% 64.5% -3.2 

（３） 
実験前の予想を振り返り、実験結果から水に溶けて

いる食塩の様子について、より妥当な考えを選択する 
粒子 選択 79.7% 81.4% -1.7 

（４） 
課題に対して適切な考察になるように、実験結果か

ら言えることだけに言及した考察を記述する 
粒子 記述 44.6% 47.9% -3.3 

４ 

（１） 
顕微鏡の適切な操作方法となるように、示された操

作を並べ替える 
生命 短答 14.5% 14.7% -0.2 

（２） 
「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言

葉を書く 
生命 短答 77.7% 71.5% +6.2 

（３） 
ヘチマの受粉と結実の関係を調べる実験について、

適切な実験方法を選択する 
生命 選択 59.0% 58.1% +0.9 

（４） 
植物の発芽に必要な条件を調べる実験について、適

切な実験方法を選択する 
生命 選択 71.1% 77.5% -6.4 

（５） 
植物の発芽に必要な条件を調べるための実験の考察

について、改善の理由を記述する 
生命 記述 47.9% 49.5% -1.6 

５ 

（１） 方位磁針の適切な操作方法を選択する 地球 選択 37.8% 42.5% -4.7 

（２） 
観察結果を基に、観察した３時間前の月の形と位置

を選択する 地球 選択 54.6% 54.9% -0.3 

（３） 
モデルを使った実験結果を基に、月の満ち欠けから

月の位置を選択する 地球 選択 46.8% 48.0% -1.2 

 

【改善が図られた問題】 

・上流側の雲の様子や雨の降っている所と下流側の川の水位の変化から、上流 

側の天気と下流側の水位の関係について言えることを選ぶ（１（４）） 

・振り子の運動の規則性から、振り子時計の調整の仕方を選択する（２（４）） 

・「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言葉を書く（４（２）） 

 

【課題が見られる問題】 

・400ｍL の水に 12g の食塩を溶かして 408mL になった食塩水の重さを選択する

（３（１）） 

・顕微鏡の適切な操作方法となるように、示された操作を並べ替える（４（１）） 

・方位磁針の適切な操作方法を選択する（５（１）） 

 

 

 

 

 

  



（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ３（１） の設問 （正答率：36.0%）                      

② 課題の改善に向けた指導のポイント 

学んだことを自然の事物・現象に適用できるように指導する 

【第５学年】 A 物質・エネルギー 

（１）物の溶け方 

物の溶け方について、溶ける量や様子に着目して、水の温度や量などの 

条件を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身につけることがで 

きるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付け 

ること。 

（ア）物が水に溶けても、水と物とを合わせた重さは変わらないこと。 
 
学んだことを自然の事物・現象に適用できるようにするためには、既習の内容

や生活経験と関係付けて話し合う場を設定し、提示された自然の事物・現象を捉

えることができるようにすることが大切です。 

指導に当たっては、本設問のように、食塩水について、事実は「400mL の水に

食塩が 12g 溶けている」ということであり、分からないことは「食塩水全体の重

さ」であることを話し合い、明らかにする学習活動が考えられます。その際、「物

を水に溶かしても重さは変わらない」、「水は 1mL が 1g」という既習の内容と食

塩水を関係付けて、根拠をもって自分なりの考えを述べることが大切です。 

また、「物が水に溶ける」ということについては、水に溶けた物は視覚で捉え

ることができないため、水溶液の重さや体積をはかり、定量的に考えることがで

きるようにすることが大切です。さらに、物が水に溶ける様子を絵や図等を用い

て表現することで質的・実体的な視点で捉えることができるようにすることも考

えられます。  



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セッ

ト（小学校）」内の「理科 第 13 弾」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「小学校→５年

生→理科→物のとけ方」から、ダウンロードできます。  



２ 第２学年 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

「エネルギ
ー」を柱とす
る領域 

「粒子」を
柱とする 
領域 

「生命」を
柱とする 
領域 

「地球」を
柱とする 
領域 

42.8% 
(8.1 問/19 問) 5.48% 37.3% 48.6% 53.6% 33.7% 

 
（２）各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは、正答率が過去より5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 領域 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題 

正答率 
改善状況 

1 

（１） 成長して種子になる部分の名称を選択する 生命 選択 73.2% 75.0% -1.8 

（２） 
示された花の模式図にならって、アブラナの花のつ

くりを表した模式図を選択する 
生命 選択 66.6% 66.3% +0.3 

（３） 

「チューリップの花が開くには、温度が関係してい

る」という考察の根拠となる実験結果の組み合わせ

を選択する 

生命 選択 37.1% 36.7% +0.4 

（４） 

チューリップの花が開く温度を明らかにするための

追実験を計画するに当たって、実験結果の考察から

設定する温度を答える 

生命 短答 37.7% 37.2% +0.5 

2  

吸湿発熱繊維に水蒸気を多く含む空気を通した一つ

の実験だけで行った考察について、課題に正対して

いるかどうかを検討し、必要な実験を指摘する 

粒子 選択 44.7% 45.1% -0.4 

3 

（１） 
特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそ

れぞれの質量を選択する 
粒子 選択 27.8% 26.1% +1.7 

（２） 
溶け残りの質量を溶解度に結び付け、重曹を溶かし

た方の試験管を選択する 
粒子 選択 41.2% 43.1% -1.9 

（３） 適切なろ過の実験操作を選択する 粒子 選択 74.5% 80.8% -6.3 

（４） 
温度を下げても結晶がほとんど析出しない物質を取

り出す方法を書く 
粒子 短答 54.6% 54.5% +0.1 

4 

（１） 
おもりに働く重力とつり合う力を選択し、その力に

ついて説明する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 17.2% 14.5% +2.7 

（２） 

｢ばねが縮む長さは、加える力に比例するか｣という

課題に正対した考察を行うために、適切に処理され

たグラフを選択する 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 34.8% 30.4% +4.4 

（３） 
考察の妥当性を高めるために、測定範囲と刻み幅を

どのように調整して測定点を増やすかを説明する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 記述 32.7% 33.6% -0.9 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

1(1） 1(2） 1(3） 1(4） 2 3(1） 3(2） 3(3） 3(4） 4(1） 4(2） 4(3） 5(1） 5(2） 6(1） 6(2） 6(3） 6(4） 6(5）2 



5 

（１） 
光の入射角と屈折角の大きさの関係として適切な組

み合わせを選択する 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 47.8% 49.4% -1.6 

（２） 光の屈折によって起こる現象を２つ選択する ｴﾈﾙｷﾞｰ 選択 53.9% 60.8% -6.9 

6 

（１） 
地層が堆積した当時の環境を知る手がかりとなる化

石の名称を答える 
地球 短答 30.8% 32.3% -1.5 

（２） 
ボーリング調査の結果から、ある地点の海面からの

高さとして適切なものを選択する 
地球 選択 29.6% 28.9% +0.7 

（３） 
堆積岩の特徴についてまとめた表中に入る、適切な

言葉の組み合わせを選択する 
地球 選択 45.9% 46.5% -0.6 

（４） 
火成岩のつくりの理由について、マグマが冷えて固

まった場所と冷え方に関連付けて書く 
地球 記述 28.9% 26.3% +2.6 

（５） 

ある火成岩の観察結果から、含まれる鉱物の割合と

つくりの名称について、適切な組み合わせを選択す

る 

地球 選択 33.2% 33.6% -0.4 

 

【改善が図られた問題】 

・｢ばねが縮む長さは、加える力に比例するか｣という課題に正対した考察を行

うために、適切に処理されたグラフを選択する（４（２）） 

 

【課題が見られる問題】 

・特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を選択する 

（３（１）） 

・おもりに働く重力とつり合う力を選択し、その力について説明する（４（１）） 

・火成岩のつくりの理由について、マグマが冷えて固まった場所と冷え方に関連

付けて書く（６（４）） 

  



（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント等 

① 課題が見られる問題 

 ３（１） の設問 （正答率：27.8 %）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題の改善に向けた指導のポイント 

特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水の質量を求めることができ

るように指導する 

【第１分野】 （２）身の回りの物質 

身の回りの物質についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 身の回りの物質の性質や変化に着目しながら、次のことを理解するとと 

もに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（イ）水溶液 

㋐水溶液 

水溶液から溶質を取り出す実験を行い、その結果を溶解度と関連付け 

て理解すること。 

 

水溶液の濃度を量的に扱うことは、水溶液における粒子の基本的な見方や概

念を形成する上で大切です。 

指導に当たっては、例えば、特定の質量パーセント濃度の水溶液が必要な状

況で、生徒が水溶液の質量から溶質と溶媒の質量を計算し、実際に水溶液をつ

くる学習場面を設定することが考えられます。その際、つくった水溶液が特定

の質量パーセント濃度であるか、溶液と溶媒と溶質の質量の関係に注意しなが

ら確認することが大切です。 

また、溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにするた

めに、小学校の算数科の学習で使われている線分図(テープ図)を利用すること

が考えられます。また、身近なものとしてしょうゆや即席みそ汁などの食品を

取り上げ、実際にそれに含まれる食塩の質量パーセント濃度を求める学習場面

を設定することも考えられます。  



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は、「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のページ」、「学-Viva!!セッ

ト（中学校）」内の「理科 第 20 弾」から、ダウンロードできます。 

＊生徒の 1人 1台端末では、「CBT システム」にログインし、「ワークシート」内の「中学校→１

年生→理科→水溶液の性質」から、ダウンロードできます。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成24年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

